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教育委員会会議室

議事録署名委員の指名について

・一般業務報告

教育長の報告



日程第３　　一般業務報告について

１．

２． 家庭教育支援事業　　サロン型・セミナー型支援の取り組みについて

内　容

大東市小中学校長寿命化計画改定の方針について

学校管理課
芦田総括次長

家庭・地域教育課
山元課長



令和7年5月30日

教育長報告　資料

日 曜 教育長活動予定　（太字：教育長･教育委員出席） 備考

1 火 新規採用教職員辞令交付式、開会議会

2 水

3 木 大東市公立学校（園）長・教頭・主任等合同会

4 金
「春の全国交通安全運動」早朝街頭キャンペーン、
北河内地区教育長協議会役員会、市町村教育委員会教育長会議

5 土

6 日 大阪・関西万博テストラン

7 月 小学校入学式

8 火 中学校入学式 １学期始業式（小・中学校）

9 水 幼稚園入園式

10 木
１学期始業式（幼稚園）

11 金 大阪府都市教育長協議会総会・定例会、大東市青少年指導員委嘱状交付式

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金 教育委員会定例会、北河内地区教育長協議会

19 土

20 日

21 月 学校訪問（南郷中）

22 火 教頭・主任会、学校訪問（住道北小）

23 水 地域協議会及び基幹チーム合同会議

24 木 近畿都市教育長協議会定期総会

25 金 近畿都市教育長協議会定期総会

26 土

27 日

28 月 学校訪問（住道南小・四条中・住道中）

29 火 昭和の日

30 水 学校訪問（四条小）

令和７年　　４月

≪備考≫
変更となる場合があります。
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令和7年5月30日

教育長報告　資料

日 曜 教育長活動予定　（太字：教育長･教育委員出席） 備考

1 木 校園長会、学校訪問（谷川中）

2 金 学校訪問（深野小・北条小・深野中）

3 土 憲法記念日　　第４２回人権パネル展

4 日 みどりの日

5 月 こどもの日

6 火 振替休日

7 水 学校訪問（北条中・四条北小・氷野小）

8 木 学校訪問（泉小・灰塚小）、経営会議、憲法週間記念のつどい

9 金 学校訪問（大東中・諸福小・諸福中）

10 土 大東市PTA協議会総会

11 日

12 月 特別議会

13 火

14 水

15 木 学校訪問（諸福幼・三箇小）

16 金 青少年教育センター訪問（野崎・北条）

17 土 大東市スポーツ少年団本部総会

18 日 大東市わんぱく相撲大会

19 月

20 火 教頭・主任会、学校訪問（南郷小）、南郷中校区学校運営協議会

21 水 大阪府都市教育委員会連絡協議会定期総会（アウィーナ大阪）

22 木 DX推進本部会議

23 金 社会教育委員会議

24 土 大東市青少年協会総会

25 日

26 月

27 火

28 水 運動会（灰塚小）

29 木 「交通事故をなくす運動」推進本部総会

30 金 教育委員会定例会

31 土 運動会（住道北小、住道南小、南郷小、氷野小、四条北小）

令和７年　　５月

≪備考≫
変更となる場合があります。



令和7年5月30日

教育長報告　資料

日 曜 教育長活動予定　（太字：教育長･教育委員出席） 備考

1 日

2 月 本会議、予算決算委員会（前期全体会）

3 火 校園長会

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月 未来づくり委員会・予算決算委員会（未来づくり分科会）

10 火 未来づくり委員会・予算決算委員会（未来づくり分科会）

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木 教頭・主任会

20 金 予算決算委員会（後期全体会）

21 土 大阪府在日外国人教育研究協議会研究集会（北河内大会）

22 日

23 月 本会議

24 火 本会議

25 水 本会議

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

令和７年　　6月

≪備考≫
変更となる場合があります。



教育総務部学校管理課

R7.5月定例会 一般業務報告

大東市小中学校長寿命化計画改定の方針について

1１，「小中学校長寿命化計画」改定の背景、方向性について

1２，計画見直しの骨子について

☞ 今改定では、整備優先度の再整理とともに、厳しい財政状況や児童生徒数に変化に対応し、

整備事業量の平準化を図っていくため、次のような計画内容としていく

・本市の小中学校20校は築40年以上の施設が多く、老朽化が進行していることから、長寿命化

を推進する国の要請を踏まえ、R2年3月末に策定した。(計画期間：R2年度～11年度)

・計画策定から5校の工事施工、設計を進めてきたが、当初の想定から建築費高騰など状況が変

化し、計画の大幅遅延が生じたため、老朽化度合いに齟齬が生じている可能性がある。

・また、多額となる事業費が市の財政運営に及ぼす影響を踏まえ、中長期的な視点から、単年度

の事業費の平準化、全体事業費の縮減に資する取組が求められる状況となっている。

・このような認識を踏まえ、残る学校施設について、老朽化状況に応じて整備計画の再整理を図

るとともに、今後の少子化を見据えた必要な調査を行い、中長期的な視点から、児童・生徒数

の推計を踏まえた学校施設の整備を検討していくための計画改定を行う。

(1)対象校の整備計画を再整理し、予算平準化、トータルコストの縮減に資する整備を目指す

・老朽化調査により耐用年数、健全度等を評価し、整備順・整備想定時期・整備内容を再編する

・躯体が健全な場合、適切な予防保全により耐用年数の延長が技術的に可能とされており、改築

時期を一律とせず、躯体健全度に応じて、個別判断する方向へ転換し、事業量の平準化を図る

(3)実施計画を5年間とし、5年毎の見直し作業で計画を更新する

・学校の情勢変化や整備進捗を踏まえ、5年を目安に次期の対象校・整備内容等を決定していく

(2)将来の児童・生徒数の変化を見越して、施設毎に適切な整備手法を選定していく

・中長期的な児童生徒数の推計、躯体健全度等を踏まえ、次期改修の期間を設定することで、10

～30年未満の中規模な改修か、30年超の改修かを判断するとともに、学校毎に最適な整備内容

を検討する中で、減築や利用期間を逆算した整備を検討し、施設規模の適正化につなげる

公募プロポーザル方式による事業者選定において、上記の計画見直しの考え方について裏付け

や改善提案を求め、最も優れた企画提案のあった事業者を選定し、計画策定の中で検証を重ねて

いくことにより、より実効性の高い「学校長寿命化計画」の改定計画の策定を担保していく。



 

家庭教育支援事業  サロン型・セミナー型支援の取り組みについて 
 

家庭・地域教育課では、家庭教育支援のアプローチ手法としてアウトリーチ・サロン・セミナー型の３つの支援
を行っています。現在、アウトリーチとして、公立小学校１年生の全保護者に家庭教育に関する状況把握調査
を実施しており、回答内容などを参考に、孤立の未然防止、地域とのつながり、課題の早期発見、学びの提供、
情報提供などを目的に保護者が気軽に集える場（いくカフェ）の提供や講演会の実施など効果的なサロン・セ
ミナー型支援を実施しています。 

随時、市広報誌への掲載や地域・学校でのチラシ配布、SNS 等を活用して周知を図ります。 
 

サロン型支援 

●地域いくカフェ（地域が行ういくカフェ） 
概要：各小学校区の相談・訪問チームが、学校行事や地域行事などの場を利用して開催 
内容：保護者が気軽に集まれるイベントなどを相談・訪問チームで考え実施  
R6 実績  実施回数：１６回（全小学校区で実施） 参加人数：２７６名 

●てぃーすたいカフェ（市教委が行ういくカフェ） 
概要：不登校などの悩みを抱えた保護者に向けたサロン 
内容：専門家による不登校などに関する講座を開催し、講師や SSW との個別相談を実施    
R6 実績  実施回数：３回  参加人数：１６名  

●企業版いくカフェ（企業・団体が行ういくカフェ） 
概要：本市の家庭教育支援事業を応援いただける登録企業・団体が実施するサロン 
内容：企業・団体のノウハウを活かした様々な趣向のもと、保護者の不安・悩みの軽減に役立つ場を提供 
R6 実績  団体：8 団体  実施回数：８５回  参加人数：４２１名 

 
 
 
 

セミナー型支援 

●思春期保護者向けセミナー 
概要：思春期の子どもを持つ保護者の悩みや家庭教育の助けとなる学びの場の提供 
内容：①性教育②進路③発達に応じた支援④情報モラルの４つのテーマで有識者が講演 
R6 実績（回数、参加者数）  ①１回、８名 ②２回、２０名 ③１回、１５名 ④１回、１０名 
R7 予定  ８月から毎月１回、それぞれのテーマで開催  対面２０名の参加及びオンラインを想定 

●家庭教育講演会 
  R6 実績  開催日：令和７年１月２５日（土） 会場：キラリエホール   参加人数：９３名 

「子は育ち、親も育つ 楽しまなくっちゃ、もったいない」  高野優 氏 
  R7 予定  令和８年１月開催予定 

教育委員会定例会（５月） 一般業務報告 資料 

～参加者のアンケートから（地域いくカフェ）～ 
 「他の家庭でのルール等も知ることが出来て良かった。」 「気持ちが楽になりました。」 

 「無料で子どもたちの遊べる場所を提供していただいてよかった。」 など 
 


